
人口と世帯（令和７年１０月２９日現在）1,702世帯（±0）男1,937人（±0）女1,898人（±0）計3,835人（±0）
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今 

月 

の 

紙 

面

令和7年（2025）

ＲＵＮ伴ぐんまｉｎかたしな開催

おしらせ（除雪のお願い　他） 9～ 15

　１０月３日（金）にＲＵＮ伴ぐんまｉｎかたしな
が開催されました。
　片品村の高齢者と地域の皆さん、介護事業に携わ
る人々で「認知症になっても安心して暮らせるぐん
まへ」をめざして、タスキをつなぎました。
　詳しくはｐ５をご覧ください。

11

教育・生涯学習 7～ 8

窓口から（令和８年度会計年度任用職員の募集　他）16

ニュース（敬老会開催　他） 2～ 6

今月の納期は1２月１日（月）です！

国 民 健 康 保 険 税

上 下 水 道 料

第 5 期

第 4 期

No .844

ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
１
人

【
摺
渕
】

　
西
岡　
紗
世（
女
の
子
）

　
父
・
駿　
母
・
真
里

窓   

口   

か   

ら

令
和
７
年
９
月
15
日
〜

令
和
７
年
10
月
14
日

お

く

や

み

さ
よ

■
亡
く
な
ら
れ
た
方
８
人

　
千
明　
弘
平（
74
歳
・
築　
地
）

　
星
野　
武
一（
92
歳
・
摺　
渕
）

　
入
澤　
政
江（
86
歳
・
越　
本
）

　
丸
山　
明　
（
76
歳
・
戸　
倉
）

　
入
澤　
新
八（
89
歳
・
鎌　
田
）

　
星
野　
康
一（
89
歳
・
鎌　
田
）

　
横
坂　
梅
美（
79
歳
・
鎌　
田
）

　
藤
井
サ
ク
江（
86
歳
・
鎌　
田
）

口座振替の方は事前に残高確認を！
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ホームページ  検索 キーワード：片品村役場　URL   http://www.vill.katashina.gunma.jp/     E-mail： kanko@vill.katashina.gunma.jp

お

め

で

た

片品村社会福祉協議会職員採用試験の案内

１．試験日程等

２．受験資格・採用人員等

詳しくは、片品村社会福祉協議会までお問い合わせください。
片品村社会福祉協議会　☎（５８）４８１２

ちゃん六本木　朝日
ろっぽんぎ　　　　あさひ

（菅沼）

令和６年１１月２６日生　（父）勇治　（母）茉由

命名について

将来は・・・
朝日のように周りを明るく照らす存在になってほしい
です。

出産の日、空に昇った朝日が美しく印象的で、新しい時代
の夜明けを感じ名付けました。

片品村社会福祉協議会

令和８年度会計年度任用職員の募集について
　利根東部衛生施設組合では、廃棄物の処理及び清掃業務職
員を募集します。
　詳細については尾瀬クリーンセンターへご確認ください。

○業務内容：ごみの分別及び清掃業務
○募集人数：若干名
○勤務体制
　▼パターン１（週３２時間）
　　月曜日から金曜日（５日の内１日休み）
　　　午前８時３０分から午後４時３０分
　　土曜日
　　　午前８時３０分から１２時３０分
　▼パターン２（週３０時間）
　　月曜日から金曜日
　　　午前９時００分から午後４時００分
○締め切り：令和７年１２月２２日

▼問い合わせ先
　尾瀬クリーンセンター　☎（５８）２０１６
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令
和
７
年
度　

敬
老
会
開
催

　
令
和
７
年
度
の
敬
老
会
が
、
10

月
７
日
（
火
）
文
化
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
敬
老
者
２
７
０
名
、
来
賓

25
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
敬
老
会
は
、
村
と
各
区
が

主
催
し
、
永
年
社
会
に
尽
く
さ
れ

た
お
年
寄
り
の
方
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
う
行
事
で
す
。

　
当
日
は
雨
が
降
り
、
あ
い
に
く

の
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
文

化
セ
ン
タ
ー
内
で
区
ご
と
の
記
念

写
真
と
金
婚
式
・
高
齢
者
夫
婦
の

方
々
の
記
念
写
真
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
午
前
11
時
か
ら
の
式
典
で
は
、

金
婚
式
及
び
夫
婦
と
も
に
80
歳
を

迎
え
ら
れ
た
高
齢
者
夫
婦
の
方
に

慶
祝
状
と
記
念
品
、
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
方
々
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
来
賓
の
方
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
第
２
部
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
片
品
村
芸
能

部
の
皆
さ
ん
や
坂
西
マ
サ
ル
さ
ん

に
よ
る
発
表
及
び
林
家
つ
る
子
さ

ん
の
寄
席
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

星
野
幸
男
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
７
年
９
月
４
日
に
行
わ
れ

た
９
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

花
咲
の
星
野
幸
男
氏
が
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
人
格
及

米
寿
の
表
彰

林
家
つ
る
子
さ
ん
の
落
語
と
ト
ー
ク

坂
西
さ
ん
に
よ
る
歌
唱

再任された星野幸男氏（右）

詩
吟
・
剣
舞
の
披
露

高
齢
者
夫
婦
の
表
彰

金
婚
式
夫
婦
の
表
彰

清
掃
の
様
子

【
金
婚
式
夫
婦
】
７
組

　
戸
丸　
廣
安　
様　
と
し
子
様

　
戸
丸　
　
浩　
様　
き
し
子
様

　
金
子　
桂
介　
様　
紀
惠
子
様

　
林　
　
欣
一　
様　
聖
子　
様

　
入
澤　
良
多　
様　
幸
重　
様

　
須
藤　
　
章　
様　
京
子　
様

　
横
坂　
臣
一　
様　
泳
子　
様

　【
高
齢
者
夫
婦
】
７
組

　
北
島　
秀
晴　
様　
ま
つ
子
様

　
梅
澤　
慶
太
郎
様　
き
ん
子
様

　
萩
原　
美
晴　
様　
政
子　
様

　
入
澤　
　
悟　
様　
昌
代　
様

　
宮
田　
伸
一　
様　
紀
子　
様

　
石
倉　
正
尚　
様　
惠
子　
様

　
入
澤　
祐
明　
様　
ツ
ヨ
子
様

　
係
員
と
し
て
お
手
伝
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
片
品
村
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
、
片
品
村
女
性

会
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、区
役
員
等
の
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
保
健
福
祉
課
）

県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

第
16
回
軽
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が

片
品
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　
９
月
30
日
（
火
）
に
片
品
村
東

小
川
体
育
館
に
て
「
第
16
回
軽
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
県

内
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
相
互
の

交
流
・
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
13
市
町
村
57

名
の
推
進
委
員
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
屋
内
に
て
行
え
る
５
種
類
の
競

技
が
あ
り
、
18
組
に
分
か
れ
得
点

を
競
っ
て
も
ら
う
も
の
で
し
た
。

　
「
こ
れ
は
む
ず
か
し
い
」「
生
ま

れ
て
初
め
て
成
功
し
た
」
な
ど
悔

し
い
表
情
の
中
に
た
く
さ
ん
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
村
15
名
の
推
進
委
員
が
主
体

と
な
り
他
市
町
村
の
推
進
委
員
と

交
流
が
図
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大

盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
役
員
・
関
係
者
の
皆
様
、
早
朝

よ
り
準
備
や
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（

教
育
委
員
会
）

ソ
ー
ラ
ン
節
の
様
子

サッカーボウリングの様子グラウンドゴルフの様子

び
識
見
と
も
に
適
任
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
議
会
の
同
意
を
得
て
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
７
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
10
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

　
固
定
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
審

査
請
求
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
公

平
公
正
な
審
査
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｅ
ｎ
Ｊ
ｏ
ｙ　
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

〈
か
た
し
な
っ
こ
通
信
〉

片
品
小
学
校
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
９
月
27
日
（
土
）、「
想
い
を
一

つ
に
〜
み
ん
な
で
楽
し
く
全
力
で

ぶ
つ
か
り
合
う
運
動
会
へ
〜
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
片
品
小
学
校

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
練
習
を
始
め
た
頃
は
熱
中
症
が

心
配
さ
れ
る
よ
う
な
残
暑
の
中
で

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸

命
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
六
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
団
ご
と
に
応
援
の
か

け
声
を
考
え
、
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
今
年
は
武
尊
団
の
優
勝
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
が
、
最
後
の
リ
レ
ー

が
終
わ
る
ま
で
ど
の
団
が
勝
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
白
熱
し
た
戦
い

で
し
た
。

　
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様

に
は
様
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
片
品
小
学
校
）

弓
道
場
を
掃
除
し
ま
し
た
！

　
９
月
25
日
（
木
）
の
放
課
後
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
待
つ
時
間
を
利

用
し
て
、
３
年
生
が
中
学
校
そ
ば

に
あ
る
弓
道
場
の
清
掃
を
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
本
校
は
県
の
体
力
向
上

推
進
事
業
の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
翌
週
、
尾

瀬
高
校
の
弓
道
部
の
生
徒
さ
ん
を

講
師
と
し
て
弓
道
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
村
内
の
身
近
な
施
設
を
利
用
体

験
さ
せ
て
い
た
だ
く
代
わ
り
に
清

掃
で
恩
返
し
さ
せ
て
も
ら
っ
た
形

で
す
。
弓
道
体
験
当
日
も
生
徒
た

ち
は
初
め
て
触
れ
る
弓
道
に
興
味

津
々
で
、
的
に
当
た
っ
た
と
き
は

大
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

（
片
品
中
学
校
）
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　１０月５日（日）に「第２回片品村地域交流スポーツ大会」が開催されました。このイベントはスポーツ
を通してチーム同士・住民同士の交流を促進することを目的にしたものです。第２回目の開催となりました
が昨年に引き続き約３００名の方々にご参加いただき、大盛況のうちに終了することができました。
　家族・親族・友人・職場等様々な年齢層によって構成されたチームに参加していただき、スポーツを通して、
世代間交流も活発に行われ、楽しそうな笑顔がたくさんみられました。
　参加者の方々からは「楽しかった！」「来年もやってほしい」「チームで協力して競技するのが楽しかった」
等大変ありがたいご意見が多く聞かれました。
　役員・関係者の皆様、早朝より準備や運営にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。また
交通指導員の皆様、交通安全対策へのご協力大変ありがとうございました。
　来年度以降もさらに楽しく、さらに盛り上がり、さらに多くの皆様にご参加いただけるような企画・準備
を進めていきたいと考えております。

（教育委員会）

第２回片品村地域交流スポーツ大会が開催されました！

　ＲＵＮ伴（らんとも）は、認知症の人や家族、支援者、一般の人が少しずつリレーをしながら、１つのタ
スキをつなぎ、ゴールを目指すイベントです。
　ＲＵＮ伴は、北海道から沖縄まで本線およそ６，５００㎞をつなぎ、認知症の人も含めて、様々な人が少
しずつ参加して、１つの目標を達成することを大切にしています。一緒にタスキをつないだことをきっかけに、
地域のお互い知らなかった人同士がつながったり、認知症について取り組む地域同士がつながったり、認知
症の人も含めて誰もが安心して暮らせる地域が作られていくことをめざしています。
　ＲＵＮ伴ぐんまは今年で１１年目を迎え、今年は１０月１６日に群馬県内各エリアからスタートし、１０
月１８日に道の駅まえばし赤城でゴールイベントを行いました。
　これに先んじて片品村では、１０月３日（金）に「ＲＵＮ伴ぐんま㏌かたしな」を開催しました。当日は
お天気にも恵まれ、秋風が心地よい中でのタスキリレーとなりました。認知症のテーマカラーであるオレン
ジの T シャツを着て、片品村の高齢者と介護事業に携わる支援者の１７名のランナーで、黄色いタスキをつ
なぎました。
　午前９時３０分に片品村社会福祉協議会をスタート。農協の職員の方やヘルパーの皆さんが見送ってくれ
ました。経由地の片品村役場では片品保育所の子どもたちが出迎えてくれました。国道１２０号線沿いでは
タスキの中継地点として店先をお借りしました。桜花苑ではデイサービスを利用されている方や入所されて
いる方などたくさんの方に見守られてのゴールとなりました。
　当日、スタートからゴールまで楽しく笑顔でタスキをつなぐランナーをはじめ、沿道から応援してくれた
皆さんや車から手を振ってくれた方々に励まされ、見守られ、イベントが成功できました。こういった地域
の温かい見守りや声掛けこそが、年をとっても、認知症になっても、暮らし続けられる片品村を実現する力
になると思えるイベントでした。

「ＲＵＮ(らん )伴 ( とも )ぐんま㏌かたしな」が開催されました !!

～認知症になっても安心して暮らせるぐんまへ～
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 
俳 
句 

会 

作 

家 

協 

会

令
和
七
年
十
月
俳
句
会

稲
架
掛
け
の
並
ぶ
棚
田
や
空
青
し

秋
晴
れ
や
茅
葺
き
屋
根
の

葺
き
替
え
中

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

孫
遊
ぶ
田
園
ブ
ラ
ザ
や
鰯
雲

孫
誕
生
墓
前
に
語
る
鰯
雲
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In August I went to the Numata summer festival, and in 
September I was able to go to another festival. This time was 
the Oze Katashina Village summer festival. They had six mikoshi 
from around the village in front of Katashina Village Office. It 
was my first time seeing them all, I had only seen the Koshimoto 
one before that. A lot of people from each area of Katashina or 
near Katashina were very enthusiastic to carry them. My eldest 
daughter took part in pulling the childrens’ cart and hitting the 
drum with joy .  There were a lso fest iva l  sta l ls  se l l ing 
refreshments such as yakisoba, hot dogs, curry and kakigori 
shaved ice. The food was delicious and easy to eat while 
enjoying the festival. The children loved the shaved ice on a hot 
day and stalls of wata-ame （cotton candy） or syateki （shooting 
gallery）. Others were hosting games such as pinball, for 
children to play and get prizes. It was a lot of fun for them, and 
they could take a nice souvenir home with them to remember 
the day. Many people from the village and people visiting came 
and everyone looked like they had a wonderful time. In the 
evening there were beautiful fireworks near Oze Ohashi bridge, 
which could be seen from the Roadside Station.

ALT Michael Spibey 通信

　８月に初めて沼田まつりにいきましたが、９月にまた別のお祭りに行くことができました。尾瀬かたし
なまつりというものです。片品村役場の前に村内の６基の神輿が集められていました。私はこれまでに越
本の神輿しか見たことがなかったので、これほど集まっているのを初めて見ました。神輿を担ぐ人々が片
品村内外から集まり、とても熱狂的でした。私の長女もこども神輿を引いたり太鼓を叩いたりして楽しみ
ました。焼きそばやホットドッグ、カレー、かき氷などの屋台も出ていました。とてもおいしくてお祭り
を楽しむのに最適でした。子どもたちは綿あめや射的などの屋台を楽しんでおり、また暑い日だったので
かき氷が大人気でした。子どもたちが挑戦して景品をもらえるピンボール屋さんもありました。とても面
白くて、また思い出に残るようなすてきな景品をもらえます。村内の人々、あるいは観光客がたくさん参
加し、とてもすばらしい時間をみんなが過ごしていました。夕方には尾瀬大橋の近くできれいな花火が上
がり、道の駅から見ることができました。

「尾瀬かたしな祭りのお神輿」

☎（58） 2133

オグナほたか
スキー場

2025.11片品村振興公社だより No.82
ニュース　 NEWS
かたしな村マルシェが開催 【道の駅】
　１０月５日（日）のかたしな村マルシェは、今シーズン最後の開催でした。
今年はＫａｔａｓｈｉｎａ Ｍａｒｋｅｔが「かたしな村マルシェ」に生まれ変
わりました。村内にとどまらずたくさんの出店者にご参加いただきました。ご
来場いただきました皆様、出店して頂きました皆様、ありがとうございました。

村民キッチン営業カレンダー【道の駅】

２０２５シーズンの営業終了 【おぜほしそら】
　２０２５年１０月１３日（月）をもちまして、今シーズンのキャンプ場営業は終了とさせていただきました。
ご来場いただいたお客様におかれましては心より感謝申し上げます。

１１月　８日（土）～　　１３日（木）

１１月１５日（土）～　　２０日（木）

１１月２２日（土）～　　２７日（木）

１１月２９日（土）～１２月４日（木）

旅館みゆきごはん屋（定食など）

旅館みゆきごはん屋（定食など）

よしのんち　（ピザなど）

よしのんち　（ピザなど）

花の駅・片品
「花咲の湯」
☎（20）7111

寄居山温泉
ほっこりの湯

道の駅
尾瀬かたしな

☎（58）4568 ☎（25）4644

※営業カレンダーは変更・
追加になる場合があります。

片品中学生が職場体験【花の駅、道の駅、ほっこり】
　10月１４日（火）～１６日（木）
まで片品中学校の職業体験学習が
各施設で行われました。
　施設の窓ふき、落ち葉の掃除、
厨房の仕込み、品出しなど、各店
舗に関わるさまざまな業務を真剣
に取り組んでいる様子でした。

お知らせ　Notification
オグナほたかスキー場は開業５０周年【オグナほたか】
　おかげさまで、オグナほたかスキー場は開業５０周年を迎えることができました。感
謝イベント盛りだくさんで営業いたしますので詳しくはホームページをご覧ください。
　今シーズンの営業は１２月２５日（木）から翌年３月２２日（日）までの予定となっ
ております。

秋のキャンペーン【花の駅】
　１０月１日（水）～１１月３０日（日）まで、秋のキャンペーンを行っています。抽選券は食事、売店メニュー
を一度の会計で 1000 円ごとに 1 枚配布します。配布期間は１１月１６日（日）まで。詳細は HP をご確認く
ださい。
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りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー 12月

月 火 水 木 金 土日

　最愛の弟を急死で亡くし、荒んだ生活を送っていた野宮薫子が、
弟の元恋人である家事代行サービス会社「カフネ」のせつなと出
会う。薫子はせつなの努める「カフネ」のボランティア活動を手
伝う中で、さまざまな人々と出会い、またせつなとの「食」を通
じた交流から、徐々に人生を前向きに据え直していく物語。

阿部　暁子
講談社

カフネ

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

「尾瀬高校だより」

※午後２時００分～５時３０分開室
※土曜、日曜、祝日　　はお休みです。
※予定が変更される場合もありますの
　であらかじめご了承ください。

１学年がK!ZUKU!
インターン（探究型インターンシップ）を実施

☆生涯学習・社会体育関係
・片品村子ども会上毛かるた大会

・かたしな映画会　
・あつまれ！クリスマスリースづくり

・利根郡子ども会上毛かるた大会 
・片品村人権教育総合推進会議
・片品村いじめ防止子ども会議

☆学校関係
◇片小 
・学校保健委員会
・読み聞かせ
・２学期終業式

　本格的な冬が近づいてきました。感染症対
策をしっかりとすると共に、校庭が使える間
は、できるだけ外に出て体を動かすことを習
慣化させたいと考えています。
　地域、保護者の皆様のご協力のおかげで、２
学期のたくさんの行事を無事に実施すること
ができました。心より感謝申し上げます。

◇片中
・生徒会選挙立会演説会・投票 
・尾瀬地域学校保健委員会
・認知症サポーター（１年）
・薬物乱用防止教室
・生徒会レク大会
・２学期終業式

　保護者や地域の方々のご協力のおかげで、
２学期中の各種行事を無事に実施することが
できています。心より感謝申し上げます。生徒
たちも真剣に取り組み、思い出の１ページに
なったことと思います。
　今後もよろしくお願いいたします。

※予定が変更される場合もありますので、　
　あらかじめご了承ください。

　
　本校１学年が、９月下旬に探究型インターンシップを実施
しました。これは、実際に企業等が掲げるテーマをもとに、
生徒が企業等の方との対話を通して「社会と自分の未来・可
能性」について考える学習プログラムです。単なる就業体験
ではなく、「企業は何のために存在するのか」、「働くとはどう
いうことか」といった本質的な問いに向き合い、自分自身の
興味や価値観を深めていくことを目的としています。
　実際に「水と森のようちえん～こもんず」や農業生産法人
でインターンシップを行った自然環境科１年の三浦楓生さん
（片品中出身）は「水と森のようちえん～こもんずは、自分が
過ごした保育園と違って、年齢別のクラスがなかったり、野
外で過ごす時間が中心だったりして、このような施設がある
ことに驚きました。」と話しています。さらに、「今回のインター
ンでは自分が知らなかった地域の良さや特徴を知ることがで
きて良かったです。普段、関わることがない社会人の方とも
話ができ、どの方も仕事に対するプロ意識が高くて驚きまし

教育委員会 1２月の諸行事

インターンシップの様子

除雪作業には皆さんの協力が必要です
冬期除雪作業の実施に際して、村からのお願いです！

　除雪実施箇所は、指定された（国・県・村）道などの主要幹線道路（昨年度除雪実施道路）とし、片品村が管理する
道路以外は、それぞれの管理する群馬県などが除雪を行います。（私道等の除雪はいたしません。）
降雪量が１０ｃｍに達すると想定される場合に除雪作業を始めます。ただし、１０ｃｍ程度以下の場合も危険と認
められるときは、作業を行います。

除雪に関する要望などは、各組長さんを通して申し出ていただきますようお願いします。

①除雪車が通った後、玄関先に雪が寄せられ、「車が出せない」、「何とかして・・」という声が聞かれます。除雪作業は、
通勤、通学の時に完了出来るように行っています。そのため玄関や車庫前などに寄せられて残った雪を、再度速や
かに処理することが機械除雪では大変困難ですので、お手数でも各家庭での取り除き等にご協力ください。

②除雪作業は、朝の通勤・通学を確保することを第一の使命としているため、どうしても早朝から出勤しなければ
間に合いません。一方では除雪車のエンジン音や振動のため、「夜間、早朝に除雪されたら安眠妨害だ」とのお叱
りの声がありますが、忙しい朝の交通や歩行者の安全を考慮すれば、早朝の除雪作業になります。

③除雪後の道路に、住宅や駐車場などから再び雪が押し出されているところを見かけます。大雪の後や休日になる
と各家庭で行う雪片付けや屋根の雪下ろしで、雪が道路に捨てられることもあります。これらの放置された雪や氷
が原因による交通事故等の発生につながり、道路交通法違反等の処罰対象になる場合があります。

④除雪作業時に、最大の障害は路上駐車です。一台でも放置車両があると除雪車が入れず、引き返すなど除雪が出
来ないことがあります。一台の放置車両が付近一帯に迷惑を及ぼしますので、「路上駐車はしない・させない。」

⑤子供達がそり、スキーなどに夢中になり、道路へ飛び出して交通事故を引き起こす原因になります。
子供達の雪遊びについては、大人が十分注意を払ってください。

⑥村では、出来るだけ広く除雪したいと考えています。道路脇に庭石などがあり、除雪作業を行う際に除雪車が誤っ
て、衝突する危険性があります。出来る限り道路脇（除雪範囲）から離して置くようにして下さい。なお、このよ
うなことから衝突や破損しやすい場所には、事前に目印用の赤白ポールを設置させて頂いております。ご理解ご協
力をお願いいたします。

⑦除雪作業中は、安全確認をして作業を行っていますが、車等で走行する際は、十分に注意をして通行してください。

　これから降雪の季節を迎えますが、樹木の枝が民地から道路へ張り出し
たり、倒れたりして、通行の障害になるおそれのある箇所が見受けられます。
　これが原因で、歩行者や自動車等に事故が発生した場合には、法律によ
り樹木の所有者等が責任を問われることもあります。
　道路の事故防止、安全確保のために樹木の所有者のみなさんは伐採や枝
払い等を行うことにより適切な管理をお願いします
▼問い合わせ先：農林建設課 土木係　☎（５８）２１１３

道路上に張り出している樹木の伐採等のお願い

▼お願い事項

▼除雪作業実施範囲

た。子どもたちの笑顔を少しでも
多くしたいといった声や、おいし
い食品を届けたいといった声を聞
いて、とても勉強になりました。」
とも話しています。
　インターンシップを終えた後
は、企業等が掲げるテーマや、抱
える課題に対して、どのような解
決策が考えられるかを生徒同士で
話し合い、実際にお世話になった
企業に対して報告発表も行いまし
た。今後も地域から学び、生徒が
成長できる機会を設けていきたい
と思います。

１１月３０日（日）
５日（金）

３～６年 ８日（月） 
１３日（土）
１８日（木）
１８日（木）          

１０日（水）
１９日（金）
２４日（水）

３日（水）
１１日（木）
１２日（金）
１８日（木）
１９日（金）
２４日（水）

道幅ぎりぎりまで除雪作業する除雪隊員

▼開催日　　　　　　
　１１月２２日（土）
▼場所
　尾瀬じどうかん
▼時間
　正午から午後２時まで
※どなたでも、お気軽にお出かけください。
　ボランティアスタッフも募集しております。
▼問い合わせ先：ほしの　☎０８０（３４１８）８９５４

▼参加費
　・小２まで無料　
　・小３から高校まで１００円
　・大人２００円

おぜっ子食どう
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▼会　場：　沼田税務署　１階会議室
▼日　程：　●青色事業所得者等向け　１２月　９日（火）午後１時３０分から３時３０分
　　　　　　●白色事業所得者等向け　１２月１０日（水）午後１時３０分から３時３０分
▼問い合わせ先：沼田税務署　個人課税部門　記帳指導担当（２２）２１３３(ダイヤルイン )
　事前予約制となっておりますので、１２月５日（金）午後４時までにお電話でご予約願います。
　なお、定員に達した場合には、ご希望に添えない場合がありますのであらかじめご了承ください。

決算説明会のご案内

ニホンジカの目撃情報提供のお願い

▼目撃情報の提供方法
　【報告内容】
　・目撃した日時（過去三年程度以内）
　・場所（道路名・ランドマーク等目印となる物）
　・その他、気づいたこと
　　（事故の有無、標識の有無等）
　【報告方法】
　・役場総務課へ連絡
　　☎（５８）２１１１　ＦＡＸ （５８）２１１０
　・HP掲載の「情報提供シート」に記入のうえ、
　　役場総務課へ提出。

　近年、ニホンジカの生息数が急激に増加しており、道路において車両との衝突事故などの被害が利根沼田
地域で報告されています。
　本村では、こうした被害の軽減に向けての対策を検討しておりますが、対策を講じるためには、ニホンジ
カの行動範囲や道路横断の実態把握が不可欠です。
　そのため、村民の皆様からニホンジカの目撃情報を収集し、対策に活用させていただくことといたしました。
　つきましては、道路におけるニホンジカの目撃情報がございましたら、以下の方法によりご提供ください。
　皆様からの情報は、今後の被害防止策の立案・実施に大きく役立ちます。安全安心な生活環境を守るため、
ぜひご協力をお願いいたします。

　１０月４日（土）に小学生を対象とした「おやこの料理教室」を
開催しました。
　今回はハロウィン前の開催のため、かぼちゃを使用した『パンプ
キンキーマカレー』『チキンサラダ』『野菜ジュースジュレのパフェ』
を作りました。

　沼田税務署では、青色申告会のご協力をいただき説明会を開催いたしますので、この機会に是非ご参加く
ださいますようご案内いたします。

　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、１２月４日（木）から１０日（水）までの一週間を「第７７回人権週間」
と定め、全国的に各種行事を企画しています。　
　前橋地方法務局及び群馬県人権擁護委員連合会では、県内の各市町村において、特設人権相談所を開設します。
いじめや児童虐待、インターネットによる人権侵害、新型コロナウイルス感染症に関連した偏見・差別のほか、
家庭内や近所のもめごとなど、人権問題や困りごとで悩んでいる方はお気軽にお近くの特設人権相談所へお越し
ください。料金は無料で、秘密は固く守ります。各市町村における日程や会場等については、回覧チラシをご確
認ください。
　また、特設人権相談所へお越しになれない方は、通常どおり前橋地方法務局及び各支局でも電話相談等を受け
付けておりますので、ご利用ください。

▼通常相談窓口
　１. みんなの人権110番 ：☎０５７０（００３）１１０　平日午前８時３０分から午後５時１５分
　２. インターネット相談：ＵＲＬ：http://www.jinken.go.jp/
▼問い合わせ先：前橋地方法務局人権擁護課　☎０２７（２２１）４４６６

なお、人権週間に先立ち片品村特設人権相談所を次のとおり開催いたします。
　日　時：１２月３日（水 )　午後１時３０分から３時３０分
　場　所：片品村役場２階　第５会議室

「第７７回人権週間」

◎お薬を飲んでいても献血可能です。
　尿酸値の薬  血圧の薬  コレステロールの薬 
　アレルギーの薬。
　一部を除くため、お薬の名前がわかるものをお持ちく
　ださい（メモ可）
◎現在400mL献血が必要となっております。
　200mL 献血については、採血・在庫状況により受付
　を終了する場合があります。

午前１０時～午前１１時４５分
午後　１時～午後　３時３０分

11 （金）月 日28

献血のお知らせ

※輸血用血液は、皆様の献血からしか作れません。ご協力をよろしくお願いします！
※１６歳から６９歳までの方が対象ですが、６５歳から６９歳の方は、６０歳から６４歳の間に献
　血経験がある場合に限られます。ご理解ご協力をお願い致します。
▼問い合わせ先：群馬県赤十字血液センター　献血推進課　☎ ０２７（２２４）２１０２（直通）

片 品 村 役 場

食育だより ～おやこの料理教室を開催しました～

できあがった料理

料理教室の様子

　食生活改善推進員がサポートに入り、子どもたちは包丁の使い
方など教えてもらいながら、上手に野菜を切ることができました。
　また実習前に「減塩」についての講話を行い、子どもの頃から
減塩を意識することで、将来の生活習慣病予防につながることを
伝えました。
　ぜひ、ご家庭でも食について学ぶ機会をつくっていただければ
と思います。
　ご参加いただきありがとうございました。　　　　（保健福祉課)

令和７年度片品村職員採用試験（一般事務（社会人経験者対象）・土木技術職試験）の案内

１．試験日程等

２．受験資格・採用人員等

３．試験の方法

詳しくは役場総務課までお問合わせください。
総務課　☎（５８）２１１１
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１2月健康カレンダー

２日（火）

１２日（金）

１６日（火）

１歳半・３歳児健診（対象者には通知を送付します。）
＜対象＞１歳半：令和６年１月～４月生まれの児

３歳　：令和４年７月～９月生まれの児
ひだまりカフェ　
はつらつ体操教室　～転倒予防～
ベイビーサロン　

◎予定が変更されることもあります。ご了承ください。

【特設サイトへ】

糖尿病とは？
　血糖値を調整するインスリンというホルモンがうまく作用せず、血液中のブドウ糖が多くなりすぎてしまう病気です。
高血糖が続くと、様々な病気を悪化させる可能性があります。
　世界中で社会問題として取り上げられる糖尿病ですが、糖尿病には種類があることをご存じですか？
『自分は大丈夫』と思わないで、糖尿病のことを正しく理解しましょう。
１型糖尿病 
・糖尿病患者の５％程度・膵臓からインスリンが分泌されなくなることによって起こる。
・小児期から思春期に多くみられる。まれに、中高年でも認められる。
・肥満とは関係がなく、やせ型の人に多い。
・治療にはインスリン注射が欠かせないが、治療を行うことで通常の生活を送ることができる。
２型糖尿病
　糖尿病患者の95％以上・過食や運動不足などの生活習慣が関係する。
・インスリンの分泌が減り、血糖値が上がることによって起こる。
・中高年に多い。最近では若年での発症も増えている。初期には自覚症状はほとんどない。
・食事療法や運動療法により発症
・重症化を予防することができる。悪化すると内服やインスリン注射、人工透析が必要になることもある。
●糖尿病を予防するためにできること
①食事：食事はゆっくり、よく噛んで食べるよう心がけましょう。
　　　　炭水化物は血糖値を急激に上昇させます。それを防ぐために、秋の味覚であるきのこ類や野菜など食物繊
　　　　維の多い食材を先に食べるのがおすすめです。糖度の高い果物は食べすぎに注意。１日摂取量は、にぎり
　　　　こぶし１個分までを目安にしてください。
②運動：ウォーキングなどの有酸素運動が効果的です。
　　　　少し汗ばみ、会話ができるペースで、無理せずに続けることが有効です。
　　　　※糖尿病の治療中の方は、低血糖の恐れがあるため、空腹時の運動は避けましょう。
③禁煙：たばこは、血糖値を上昇させることが分かっています。
　　　　合併症のリスクも高めるので、今すぐにでも禁煙を！
▼問い合わせ先：健康管理センター　☎（５８）２１１８

令和７年度片品村人権講演会「桂　三四郎さん講演会」

沼田税務署から説明会のご案内
　令和７年度の税制改正により、所得税の「基礎控除」及び「給与所得控除」の見直し、「特定親族特別控除」の
創設が行われ、令和７年12月以後の年末調整など源泉徴収事務に変更が生じます。
　そこで、給与の支払者（源泉徴収義務者）を対象とした年末調整に関する「所得税の基礎控除の見直し等の説明会」
を次のとおり開催しますので、参加を希望される方は電話による事前予約の上、ご参加ください。
▼説明会の主な内容：所得税の基礎控除の見直し等の概要
　　　　　　　　　　　年末調整における留意事項

※アンコンシャスバイアス：「無意識の思い込み」や「無意識の偏見」
桂 三四郎さんは、桂 三枝（現･六代 桂文枝）に入門し、古典落語、
創作落語ともに研鑽を積み、天満天神繁昌亭など定期的に出演。さらに
テレビ、ラジオ、芝居と活動の幅を広げている。
▼日　程：１１月２７日（木）▼開　場：午後１時▼講　演：午後１時３０分から３時２０分
▼場　所：片品中学校体育館（定員先着５０名）※スリッパ持参▼入場料：無料　※事前申込が必要です
▼申込・問い合わせ先：電話または窓口での申込　 ※申込締切：１１月２１日（金） 　
　保健福祉課　☎（５８）２１１５

～落語で気がつくアンコンシャスバイアス～（講演＆落語）

○事前予約の際は沼田税務署法人課税部門へお問い合わせください。
○税務署の代表電話にお問い合わせいただく際は、税務署の電話番号にお掛けいただいた後、自動音声案内にし
たがって、「２」を選択してください。

　給与支払者向け所得税の基礎控除の見直し等に関
する一般的なご質問やご相談はコールセンターで受
け付けています。
【専用ダイヤル】０５７０（０２）４５６２
【受付時間】９：００～１７：００（土日祝除く）

令和７年度税制改正に関する
情報は、国税庁ホームページ
の特設サイトをご覧ください。

令和７年
１１月１９日（水）
午前１０時から１１時３０分
令和７年
１１月１９日（水）
午後２時から３時３０分
令和７年
１１月２７日（木）
午前１０時から１１時３０分
令和７年
１１月２７日（木）
午後２時から３時３０分

沼田税務署
１階会議室

（沼田市東原新町
1910番地の2）

各４０名
【事前予約制】

沼田税務署
法人課税部門

☎（２２）２３６８
（直通）

開 催 日 時 開 催 場 所 定　員 問い合わせ先

▼説明会の日程

事　前　予　約　制

ほけんだより ～ １１月１４日は世界糖尿病デーです。～

　食欲の秋が到来しました。柿やりんご等が旬を迎え、おいしい季節となりましたが、気をつけたいのが糖尿
病です。
　本村の糖尿病患者数は年々上昇傾向で、国保医療費を占める割合の２位となっています。（令和６年度ＫＤＢ
医療費分析より）特に、男女とも 40 歳代から有病率は高くなるので、若いうちから予防を意識することが大
切です。
　毎年、１１月１４日【世界糖尿病デー】を含む１週間は「全国糖尿病週間」とされており、今年は１１月９日（日）
から１６日（土）までとなっています。この機会に糖尿病のことを学びましょう。

落語で学ぶ終活と成年後見制度
　終活や成年後見について落語を通じて楽しく学びませんか？
　将来のことはまだ先のように感じるかもしれません。
「認知症になった時の不安」「自分になにかあったときのために備えておきたい」
「終活ってどこからはじめればいいんだろう」「成年後見制度の利用を考えたい」
　など、将来のことを考えると不安や悩みがでてきます。
これまでの人生を振り返り、これからをより「自分らしく」生きるための機会にしませんか？

▼場　所：片品村役場２階会議室
▼対　象：どなたでも興味のある方
▼申　込：１２月１日までに電話かＱＲコード

申込ＱＲコード

▼講演内容：創作落語「天国からの手紙」　～エンディングノートの活用法と成年後見～
　　　講師　天神亭きよ美
　　　（行政書士としての相続業務を通して、本当に大切なものは何かについて考えたことを形にするべく、
　　　遺言をテーマに家族や人生について考える落語を創作し、講演活動をされています）

▼日　程：１２月８日（月）
▼開　場：午後１時
▼講　演：午後１時３０分から３時
▼申込・問い合わせ先：保健福祉課　☎（５８）２１１５
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群馬県最低賃金が改正されました
ちゃんとチェック！最低賃金
群馬県最低賃金　時間額１０６３円　令和８年３月１日から！

　厚生労働省では、「国民お一人お一人、「ねんきんネット」等を活用しながら、高齢期の生活設計に思いを巡らし
ていただく日」として、１１月３０日（いいみらい）を「年金の日」としています。
　この機会に、「ねんきんネット」でご自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活設計について考えてみま
せんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、パソコンやスマートフォンからいつでも
ご自身の年金記録を確認できるほか、ご自身の年金記録からさまざまな条件を設
定した上で、年金見込額の試算をすることもできます。
　ご利用については、日本年金機構ホームページをご覧ください。
○日本年金機構ホームページ（ねんきんネット）
　https://www.nenkin.go.jp/n_net/

預けて安心！法務局における自筆証書遺言書保管制

　１１月１５日はいい遺言の日（いいいごんのひ）です。自筆証書遺言書保管制度をご存知でしょうか？
　本制度は、自筆証書遺言書を作成した本人が法務局に遺言書の保管を申請することができる制度です。この制
度を利用すると、遺言書の紛失、隠匿及び改ざん等を防止することができます。
　なお、従来どおり、自筆証書遺言書を自ら保管することもできますし、公証役場における
公正証書遺言を作成することもできますので、それぞれの特徴を踏まえて、ご判断ください。
　詳しい手続は、前橋地方法務局ホームページをご覧ください。
｠
▼問い合わせ先
　前橋地方法務局沼田支局　☎（２２）２５１８

詳しくは、群馬労働局労働基準部賃金室（☎０２７（８９６）４７３７）
又は群馬県内の労働基準監督署へお問い合わせください。
　群馬労働局URL：https://jsite.mhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku/home.html
※業務改善助成金（中小企業・小規模事業者の方の賃金引上げ等を支援する助成金）
　をはじめとした各種助成金等もご活用ください。
○業務改善助成金
▼問い合わせ先：業務改善助成金コールセンター　☎０１２０（３６６）４４０
▼申請先：雇用環境・均等室　前橋市大手町2-3-1　前橋地方合同庁舎8階
○各種助成金のご案内は右記のQRコードから→

ホームページ
ＱＲコード

ホームページ
ＱＲコード

年金だより ～１１月３０日（いいみらい）は「年金の日」です！～

　１１月１１日は介護の日です。「いい日、いい日、毎日、あったか介護ありがとう」を念頭に「いい日、いい日」
にかけた、覚えやすく、親しみやすいごろ合わせとなっています。
　高齢者の増加とともに介護が必要な方も増加し、介護はより身近になっています。介護の日は、介護をする人
もされる人も、介護に携わる人も含めて多くの方に知ってもらい、地域の支え合いや交流を通じて介護について
理解を深める日になることを目的に定められました。
　片品村でも３人にひとりが65歳以上の高齢者です。さらに、６５歳以上の方の４人にひとりは介護保険等のサー
ビスを利用するなど、生活に何らかの支援を必要としています。
　まだまだ元気な高齢者でも突然のケガによる入院や、病気で介護が必要になる場合もあるかもしれません。自
分や家族に介護が必要になった時、どこでどのように生活をしていきたいか、「介護の日」に家族や親しい人と話
してみませんか？
　地域包括支援センターは介護のこと、福祉サービスや高齢者に関わる
心配なことを相談できる窓口です。お気軽にご相談ください。
　　　 
▼問い合わせ先
　地域包括支援センター　☎（５８）４０２０

１１月１１日は「介護の日」
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